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平成２３年１０月号

№１４００

今月のトップ：台風１２号、襲来

特
別
展「
長
谷
寺
の
絵
馬
群
」

〜
倉
吉
博
物
館
で
10
月
23
日（
日
）ま
で
開
催
中
〜

※
21
頁
に
関
連
記
事
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遅
い
動
き
が
被
害
を
拡
大

　

８
月
25
日（
木
）午
前
９
時
に
マ
リ

ア
ナ
諸
島
の
西
の
海
上
で
発
生
し
た

台
風
12
号
は
、
発
達
し
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
と
し
た
速
さ
で
北
上
し
、
28
日

（
日
）に
は
強
風
半
径
が
５
０
０
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
超
え
て
大
型
の
台
風
と

な
り
、
30
日（
火
）に
は
中
心
気
圧
が

９
６
５
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
、
最
大
風

速
が
35
メ
ー
ト
ル
の
大
型
で
強
い
台

風
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
ゆ
っ
く
り
と
し
た
速

度
で
北
上
を
続
け
、
９
月
２
日

（
金
）
に
は
、
暴
風
域
を
伴
っ
た
ま

ま
北
上
し
て
四
国
地
方
に
接
近

し
、
３
日（
土
）
午
前
10
時
前
に
高

知
県
東
部
に
上
陸
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
台
風
12
号
は
ゆ
っ
く

り
と
北
上
し
て
四
国
地
方
、
中
国

地
方
を
縦
断
。
４
日
深
夜
に
は
、

倉
吉
市
付
近
を
通
過
し
、
未
明
に

日
本
海
に
抜
け
ま
し
た
。

　

台
風
12
号
は
、
大
型
で
、
動
き

が
遅
か
っ
た
た
め
、
長
時
間
台
風
周

辺
の
非
常
に
湿
っ
た
空
気
が
流
れ
込

み
、西
日
本
か
ら
北
日
本
に
か
け
て
、

山
沿
い
を
中
心
に
広
い
範
囲
で
記
録

的
な
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
土
砂
災
害
、
浸
水
、

河
川
の
は
ん
濫
な
ど
に
よ
り
、
和

歌
山
県
、
奈
良
県
、
三
重
県
な
ど

台
風
12
号
、襲
来▲  土砂崩れが発生し、民家など２棟が全壊

　 （関金町明高（米富））（９月４日（日）午前

１１時４５分撮影）

▲ がけ崩れにより、道路を一時通行止め

　（小田）（９月３日（土）午前１１時２０分撮影）

▲道路が崩落し、水道管が損壊（関金町堀）

　（９月３日（土）午後４時撮影）

天神川も水位が上昇し道路に迫った（小

田）（９月３日（土）午前１１時２１分撮影）

▼

【台風１２号経路図】

（気象庁ホームページより）

▼   
気
象
衛
星
ひ
ま
わ
り
７
号
に
よ
る
観
測
映
像

（
９
月
３
日（
土
）
午
前
２
時
撮
影
）（
気
象
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

ペ
ー
ジ
よ
り
）

　

ま
た
も
や
大
き
な
自
然
災
害
が
日
本
列
島
を
襲
っ
た

―
。

　

大
型
で
強
い
勢
力
を
持
っ
た
台
風
12
号
は
、
長
時
間
の
大
雨
を
も
た
ら
し
、

紀
伊
半
島
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
倉
吉
に
も
狙
い
を
定
め
た
か
の
よ
う
に
襲
い
か
か
り
、
大
き

な
爪
痕
を
残
し
て
通
り
過
ぎ
て
い
っ
た
。
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で
多
数
の
死
者
、
行
方
不
明
者
が

発
生
し
た
ほ
か
、
北
海
道
か
ら
四

国
に
か
け
て
の
広
い
範
囲
で
床
上

床
下
浸
水
な
ど
の
住
家
被
害
、
田

畑
の
冠
水
な
ど
の
農
林
水
産
業
へ

の
被
害
、
鉄
道
の
運
休
な
ど
の
交

通
障
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

倉
吉
市
で
も
大
き
な
被
害

　

倉
吉
市
は
、
９
月
２
日（
金
）午
後

３
時
10
分
の
大
雨
・
洪
水
警
報
発
表

と
同
時
に
警
戒
本
部
を
設
置
。
30
分

後
の
同
日
午
後
３
時
40
分
に
土
砂
災

害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
る
と
、
警

戒
本
部
を
対
策
本
部
に
切
り
替
え
、

対
応
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
２
日
午
後
か
ら
３
日

（
土
）
の
午
前
に
か
け
て
、
非
常
に

強
い
雨
が
降
り
続
け
、
市
内
の
河

川
の
水
位
は
上
昇
し
、
各
所
で
浸

水
や
土
砂
崩
れ
な
ど
の
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

３
日
午
前
11
時
20
分
に
は
、
関

金
町
明
高（
米
富
）、
野
添
の
15
世

帯
58
人
を
対
象
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
家

屋
の
床
上
・
床
下
浸
水
等
に
よ
り
、

自
治
公
民
館
な
ど
に
自
主
避
難
す

る
人
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

道
路
や
河
川
、
農
業
施
設
、
農

作
物
な
ど
も
大
き
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。

【倉吉市の主な被害状況（９月１２日午後３時現在）】
１ 人的被害 なし

２ 住家および非住家被害

①住家破損 ：全壊１棟（関金町明高（米富））

②非住家破損： 全壊１棟（関金町明高（米富））

③浸水　・床上浸水：２件（上北条地区、灘手地区）

・床下浸水：８１件（成徳地区４４件、西郷地区３２件、その他５件）

３ 市道、道路・川（水路）の被害

被害箇所 被害額（千円） 備　考
市道（５５路線） １０１か所 １０８，１００ 被害額不明１３件
河川・水路（１８本） ３８か所 ６４，１５０ 被害額不明５件
その他 ３か所 ４００ 山、個人敷地等

４ 上水道の給水管損壊：  藤井谷１件、西町１件、関金町堀１件、長谷寺１件

５ 農林水産業関係の被害

被害件数 被害額（千円） 備　考

調

査

済

農地 ７１件 ３４，０６０ 被害額不明５４件
農道 ２９件 １６，４００ 被害額不明１８件
水路・ため池など ５７件 ２６，６１０ 被害額不明２５件
山 １５件 ３，５００ 被害額不明１３件
林道 １４件 １０４，４００ 被害額不明５件

未調査 １６件 ―

作物名 栽培面積 被害状況 被害額（千円）
梨 二十世紀等 ８４a 落果（０．１％未満）
梨 二十世紀等 ２．２a 落果（５～１０％） １，４７０
西瓜 大玉 ８．８a ハウス内冠水（４棟）
西瓜 小玉 ８．４a ハウス内冠水（２棟）
イチゴ イチゴ苗 ３．６a ハウス内冠水（１棟）
キャベツ キャベツ苗 １．６５a ハウス内冠水（１棟）
キュウリ ２．５a ハウス内冠水（１棟）

６ トイレの冠水被害： 成徳地区２４件、上灘地区３件、その他１４件

７ 文化財の被害

被害物件 被害の状況 被害額（千円）
県指定保護文化財長谷寺本堂 本堂の基礎の南側斜面が土砂崩れ １，３４７
国選定重要伝統的建造物群保存地区

倉吉市打吹玉川伝統的建造物群保存地区 玉川等増水のため３４件余床下浸水

国指定史跡伯耆国府跡法華寺畑遺跡 南門の南側斜面が土砂崩れ

国指定天然記念物波
は は き

波伎神社社
しゃそう

叢 神社西側の道路沿いががけ崩れ

【撮影した人の話】

　「この写真は、水位が最高になり、自治公民館への避難を決めた時に撮影

したものです。

　自宅アパート周辺の道路が浸水し、いつもと違う景色になっていました。

　この時、自治公民館の総務部の方が一軒一軒に声を掛けてくださいました。

　アパートに居ると、外部の情報が分らず、見える所は水浸しになってい

てどうしてよいものだろうかと不安になっていました。

　いざ避難するにもどこに行ってよいか知らなかったですし、声を掛けて

いただいて行動するきっかけになりました。

　水がいつ引くのかも、分からなかったので、持ち出し品も悩みました」

▲道路が浸水し、福守町自治公民館に自主避難する住民（福守町）
　（９月３日（土）撮影）



　

９
月
２
日
か
ら
５
日
に
か
け
て
我

が
国
を
襲
っ
た
台
風
12
号
は
、
日
本

各
地
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
こ
の
倉
吉
市
に
お
い
て
も
、

多
い
と
こ
ろ
で
は
８
０
０
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
近
く
の
大
雨
が
降
り
、
河
川
の

増
水
や
土
砂
崩
れ
に
よ
り
、
家
屋
の

損
壊
、
床
上
・
床
下
浸
水
の
ほ
か
、

道
路
、
河
川
、
農
業
施
設
な
ど
に
大

き
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

　

被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
心
か

ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
台
風
へ
の
対
応
に
あ

た
り
、
多
く
の
消
防
団
の
皆
様
を
は

じ
め
と
す
る
市
民
の
皆
様
、
国
、
県

等
の
関
係
者
の
皆
様
に
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

　

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
全
て
の
皆
様

に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
台
風
は
非
常
に
ス
ピ
ー
ド

が
遅
く
、
風
は
さ
ほ
ど
で
は
な
か
っ

た
も
の
の
非
常
に
広
範
囲
に
わ
た
り

長
時
間
大
雨
が
続
き
、
幸
い
本
市
で

は
人
的
被
害
が
な
か
っ
た
も
の
の
、

大
変
大
き
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
被
災
個
所
の
復
旧
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

治
水
対
策
は
一
朝
一
夕
に
は
で
き

ま
せ
ん
。
長
期
的
に
取
り
組
む
も
の
、

短
期
的
に
取
り
組
む
も
の
に
分
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

倉
吉
市
の
弱
点
も
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
今
回
の
対
応
を
通
じ
て
た

く
さ
ん
の
改
善
す
べ
き
点
も
あ
り
ま

す
。
急
傾
斜
地
の
近
く
に
住
ん
で
い

る
方
々
に
は
そ
の
危
険
性
を
理
解
し

て
い
た
だ
く
こ
と
も
必
要
で
す
。刻
々

と
変
化
す
る
情
報
を
ど
う
提
供
す
る

の
か
。
避
難
を
し
て
い
た
だ
く
タ
イ

ミ
ン
グ
を
ど
う
す
る
の
か
。
そ
れ
を

ど
う
周
知
す
る
の
か
。
ど
こ
を
避
難

場
所
に
す
る
の
か
。
自
主
防
災
組
織

と
の
連
携
を
ど
う
取
っ
て
い
く
の
か
。

課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ら
を
克
服
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

今
後
こ
の
台
風
を
教
訓
に
し
て
、

し
っ
か
り
し
た
防
災
体
制
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

台
風
12
号
を
教
訓
に

倉
吉
市
長 

石
田 

耕
太
郎

「土砂災害警戒情報」って何？

　台風１２号では、倉吉市に「土砂災害警戒情報」

が発表されました。あまり聞き慣れない言葉で、

「一体どんな情報なのか、何をすればいいのか」と

戸惑った人も多いのではないでしょうか。

　「土砂災害警戒情報」は、大雨による土砂災害

発生の危険度が高まった時、市町村が避難勧告

などを発令する際の判断や、住民の自主避難の

参考となるよう、都道府県と気象庁が共同で発

表する防災情報です。 

　土砂災害警戒情報は、降雨から予測可能な土

砂災害のうち、避難勧告などの災害応急対応が

必要な土石流や集中的に発生する急傾斜地崩壊

を対象としています。

【早期避難が重要です】

　「土砂災害警戒情報」などが発表されていなく

ても、斜面の状況には常に注意を払い、普段と

は異なる状況に気がついた場合には、直ちに周

りの人と安全な場所に避難するとともに、市役

所などに連絡してください。

▲  住宅への浸水を防ぐため、土嚢
のう

を積む北谷消防団（藤井谷）

　（９月３日（土）午前９時４分撮影）

国交省倉吉河川国道事務所は、内水被害防止のため、国府

川でポンプ車を稼働（９月３日（土）午後３時３０分撮影）

▼
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強
風
・
大
雨
に
備
え
て

　

強
風
・
大
雨
の
と
き
に
屋
外
に
出

る
の
は
大
変
危
険
で
す
。
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
な
ど
の
気
象
情
報
に
注
意
し
、

早
め
に
対
策
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

● 

屋
外
を
点
検
し
、
風
で
飛
ば
さ
れ
そ

う
な
物
は
し
っ
か
り
と
固
定
す
る
。

●   

大
雨
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、

排
水
口
な
ど
に
溜
ま
っ
て
い
る
泥
、

ゴ
ミ
な
ど
を
取
り
除
い
て
お
く
。

●   

雨
戸
を
閉
め
、
窓
ガ
ラ
ス
に
飛
散

防
止
用
の
テ
ー
プ
を
貼
る
。

●   

家
の
周
り
に
土
砂
災
害
の
前
兆
現

象
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
危
険
な
場

所
が
な
い
か
確
認
し
て
お
く
。

【
土
砂
災
害
の
前
兆
現
象
】

■
が
け
崩
れ

・
小
石
が
ぱ
ら
ぱ
ら
と
落
ち
て
く
る
。

・
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る
。

・ 

普
段
出
て
い
る
湧わ

き

水
の
量
が
増
加

し
た
り
、
濁
っ
た
り
し
て
く
る
。

■
地
す
べ
り

・
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る
。

・
樹
木
が
傾
い
た
り
、倒
れ
た
り
す
る
。

■
土
石
流

・
山
鳴
り
が
す
る
。

・ 

大
雨
で
普
段
よ
り
も
増
水
し
て
い

た
川
の
水
位
が
下
が
る
。

・ 

川
の
水
が
濁
り
、
上
流
か
ら
木
な

ど
が
流
れ
て
く
る
。

・
火
薬
の
よ
う
な
臭
い
が
す
る
。

災
害
に
備
え
て

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
必
ず
し

も
家
族
が
一
緒
に
い
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
ひ
と
り
で
混
乱
し
な
い
た
め
、

日
ご
ろ
か
ら
家
族
で「
災
害
時
に
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
」を
話
し
合
っ
て
お
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
自
治
公
民
館
な
ど
で
開
催

さ
れ
る
防
災
訓
練
、
防
災
研
修
会
に

積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

●   

地
震
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な

ど
で
避
難
場
所
を
確
認
し
、
安
全

な
避
難
ル
ー
ト
を
確
認
し
て
お
く
。

●  

リ
ュ
ッ
ク
な
ど
の
背
負
い
式
バ
ッ

グ
に
非
常
時
の
持
ち
出
し
品
を
準

備
し
て
お
く
。

【
持
ち
出
し
品
の
例
】

・
食
料
、
飲
料
水（
約
３
日
分
）

・
救
急
用
品

・
携
帯
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯

・ 

衣
類
、
マ
ス
ク
、
タ
オ
ル
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
、オ
ム
ツ
、靴
な
ど
の
生
活
用
品

・ 

現
金
、
通
帳
、
免
許
証
、
健
康
保

険
証
の
コ
ピ
ー

・ 

家
族
の
状
態
に
応
じ
た
物
品（
粉
ミ

ル
ク
、
処
方
せ
ん
な
ど
）

避
難
時
の
心
が
け

　

避
難
す
る
と
き
は
、
火
の
元
、
戸

締
ま
り
な
ど
を
確
認
し
、
隣
近
所
で

声
を
掛
け
合
っ
て
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
子

ど
も
な
ど
に
配
慮
し
、
地
域
住
民
が

助
け
合
っ
て
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

安
否
確
認

　

災
害
時
に
家
族
や
知
人
の
安
否
を

確
認
す
る
手
段
と
し
て
、「
災
害
用
伝

言
ダ
イ
ヤ
ル『
１
７
１
』」
や「
ｉ
モ
ー

ド
災
害
用
伝
言
板
サ
ー
ビ
ス
」な
ど
を

覚
え
て
お
き
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

も
う
一
度
、備
え
を
確
認
し
よ
う

　

 

台
風
12
号
の
後
に
は
、
台
風
15
号
も
日
本
列
島
を
直
撃
し
ま
し
た
。
台
風

シ
ー
ズ
ン
は
ま
だ
続
き
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
は
異
常
気
象
や
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
度
、「
い
ざ
と
い
う
と
き
」の
備
え
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ＮＴＴ緊急速報（緊急地震速報、災害・避難情報）

「エリアメール」の配信を始めました。
　倉吉市では、ＮＴＴドコモが提供する緊急速報サービス「エリアメール」による、避難勧告等の災害情報のメー

ル配信を９月１日（木）から開始しています。ＮＴＴドコモの携帯電話を使用する人へ、新たな費用負担や事前

登録不要で防災情報を伝達します。　配信情報は、避難勧告・指示、津波警報、テロ情報などです。

　対応機種や受信設定など詳しくは、ＮＴＴドコモの専用ホームページ（ http://

www.nttdocomo.co.jp/service/safety/areamail）をご覧になるか、ドコモインフォ

メーションセンター（フリーダイヤルぇ０１２０―８０００００）、ドコモショップなどでご

確認ください。
　※ 現在、このようなサービスはＮＴＴドコモのみが行っています。今後、ほかの携帯電話会社から

同様のサービスが提供されることとなった場合には、順次対応していく予定です。

　本市では、防災情報の伝達手段の拡充に取り組んでおり、エリアメールで配信され

る災害情報は、倉吉市のメール配信サービスや防災行政無線などでもお伝えします。

【倉吉市メール配信サービス登録方法】

登録用アドレス：kurayoshi@xpressmail.jp
１． 上記アドレスに、空メールを送信してください。

２． 登録用メールが返信されますので、メールに記載された「登録・

変更方法」へアクセスし、指示に従って登録してください。

問総合政策課（あ２２―８１６１／い２２―８１４４）

倉
吉
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス（
９
月
２
日（
金
）配
信
）


